
 

ｽﾛｰｶﾞﾝ  さわやかなあいさつ 文武両道 光る汗！ 
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                年 度 末 を 迎 え て          学校長 永井 啓之     
  寒暖の差が激しい日々が続いておりますが、着実に春らしくなってきました。春といえば卒業、進級、

進学など、生徒たちにとっては貴重な節目の時期です。この時期に、この１年間を、あるいは中学校生

活を振り返りながら自分自身の成長を実感し、次のステージへと胸を張って前を向くことは大変重要

なことです。ぜひ、ご家庭でも、お子様と「節目の切り替え」につながるような会話をお願いいたします。 

  この１年間、生徒たちは「さわやかなあいさつ 文武両道 光る汗」という野木中のスローガンを体現

してきました。コロナ禍でなかなか思いどおりに学校行事ができなかった昨年度までの時期を乗り越え、

今年度はほとんどの学校行事を、それぞれの目的、趣旨に沿ってダイナミックに実施することが増えて

きました。これは、おそらく生徒のみんなも実感していることと思います。ここまでたどり着けたのも、保

護者の皆様のご理解によるものです。改めて感謝申し上げます。 

３年生は本校のリーダーとして君臨してきました。私も３年前、一緒に本校に入学してきました。一人

ひとりが何事にも精一杯取り組み、文武両道を果たし、野木中を盛り立ててくれました。感謝しかあり

ません。３月９日（土）には、来賓として真瀬町長様、町議会真瀬副議長様、教育委員の皆様、学校運営

協議会委員や PTA会長の皆様をお迎えし、第７７回卒業式が挙行されます。卒業生番号 第１４９９０号

から第１５１１６号の１２７名が、長い歴史を誇る本校の卒業生として羽ばたいていきます。その雄姿を想

像しますと楽しみでもあり、さみしくもあります。２月５日は

雪の影響で、予餞会をエニスホールから新体育館に変更

し、予餞会Ⅰ部として演劇を鑑賞し、２月２０日に予餞会Ⅱ

部を行いました。３年生から１、２年生へと、目には見えませ

んが熱い思いが込められたバトンが受け継がれた瞬間でした。 

２年生９０名は、先月の立志式関連行事を経て、より一層

たくましくなってきました。いろいろな人に支えられて今があるということ、つまり感謝という言葉の本

当の意味を学んだはずです。入学当時から元気で気持ちのいいあいさつができる学年です。次は私

たちが野木中を引っ張っていきます！盛り上げていきます！という強い思いを感じます。ワンランク上

の社会性を身につけるためには、今後もまだまだ学びが必要です。ますますの成長を期待しています。 

１年生９０名も、この１年間の学びをとおして着実に成長してきました。２、３年生の背中を追って、多く

のことを学んできたと思います。学んだことや知識は、実践の場で生かすことによって、真の生きる力と

なって自らの成長を支えていきます。４月には新入生も加わり、新たな野木中がスタートします。まだま

だ１年間しか中学校生活で学んでいません。これからです。謙虚に学ぶことを大切にし、中学校生活を

充実させてほしいと願っています。 

書き留めきれませんが、令和５年度のこの１年間、野木中生は着実に成長しました。教職員と生徒た

ちが協働することによって、授業での取組、委員会活動、係活動、部活動、そして数々の学校行事を通

じてお互いを高め合ってきました。いろいろな感動や困難も分かち合ってきました。振り返ってみて、自

分の成長に気づき、自立への自信につなげてくれたらうれしく思います。 

保護者の皆様、地域の皆様には、本校の教育活動に多大なるご協力と深いご理解をいただきました。

創立７７年目の野木中の教育活動が円滑に実施できましたことを改めてここに深く感謝申し上げます。 



職業人講話（第１学年） 

   ２月２日（金）、進路指導の一環として「職業人講話」を第１学年で実施しま  
した。これは、生徒が将来の生き方を考え、自分の意志と責任において進路  
選択ができる生徒を育成させるという目的のもとに実施したものです。 
令和５年１０月から特別活動や総合的な学習の時間において職業につい 
て時間をかけて学んできました。そのまとめの段階の学びとして、その道の  
プロの方をお招きして具体的なお話をお聞きしました。 
ご協力いただいた講師の方々は以下の５名の方々です。ご協力ありがとうございました。 
須藤謙一PTA会長、マロニエ医療福祉専門学校から歯科衛生士、作業療法士、看護師の方々、 
野木町役場産業振興課から島田様 

＜生徒の感想から＞ 

・看護師さんの話を聞いて、片手でできる爪切りやゲームのコントローラーなど、今まで知らなかった分野につ 

いて知ることができました。また、「明日やろうはばかやろう」という言葉を胸にテスト勉強を頑張ろうと思い

ました。（１年１組 井岡奈那実さん） 

・歯科衛生士さんの話を聞いて、どのくらい歯を使うかがわかり、２０回以上噛むことへの意識が高まりました。

これからは正しく歯磨きをして、虫歯にならないように頑張りたいと思いました。（１年２組 渡辺妃音さん） 

・産業振興課では、ひまわりフェスティバルや駅前のイルミネーション、PayPay などの企画を実施していると

わかりました。やりがいのある楽しそうな仕事だなと思いました。（１年３組 淺野光貴さん） 
 
野木町郷土館 壁面アート完成 除幕式 

２月１７日（土）、野木歴史文化伝承会による野木町郷土館壁面アート  
除幕式が行われました。この日のために野木中文芸部と野木二中の美  
術・文化部のメンバーが時間をかけて壁面アートの作成にかかわってき  
ました。ぜひともお立ち寄りの際には近くで壁面アートをご覧ください。 

 
親子学び合い教室 ２月２６日（月）  

 テーマ「ネット時代の歩き方を考えよう」 

～文字コミュニケーションを考えよう～  講師：舘野進一氏  

   「道具は普通、使い慣れると間違いが減っていくが、スマホという特 
別な道具は、使い慣れると間違いに慣れてしまう」という言葉は、生徒  
たちに強烈なインパクトを残しました。保護者の方と一緒に学ぶ機会で 
したが、１０名ほどの参加となりました。本校でも SNS トラブルが増加しています。使い方について
お子様とご一緒に考えて続けていただけますようお願いいたします。 
 

栄光を讃える 
 
岡村賞（岡村育英会創設者の岡村栄次郎氏が、勉学の機会を与えてくれた故郷、野木町への感謝の思いと向学

心にあふれる若者への励ましの意味を込めて贈られる賞です） 

小林有里菜さん  德永花音さん  宮﨑匠海さん  飯島崇太さん  篠原絢子さん  
渡邊賞（元野木町長 渡辺匠治（じょうじ）氏が、郷土の発展を図る若人の教育を奨励し、健康で 明朗な、そして

運動技能に優れた者を対象に授与されるものです） 

小野幹晴さん（ソフトテニス）  酒寄愛実紗さん（ソフトテニス） 青柳愛美さん（ソフトテニス）  
井本大晴さん（ハンドボール） 青木優心さん（ハンドボール） 新井乙葉さん（ハンドボール）  
工藤尚仁さん（水泳競技）   

ヒーローズカップ第１９回ジュニアハイスクールソフトテニス大会 

     男子の部  第５位 中上陸翔さん、小倉悠羽さんペア  
学体連下都賀支部冬季ソフトテニス強化大会 

１１   男子個人  優勝 小林亮斗さん、平久和樹さんペア    第５位 中上陸翔さん、小倉悠羽さんペア    
１１    女子個人  優勝 黒須咲花さん、上薄あいりさんペア  第５位 須藤あかりさん、吉江紗也香さんペア  

第 22回下都賀地区中学生ソフトテニス強化大会   男子団体  優勝 

令和５年度下都賀地区弥生杯ソフトボール大会   第３位 


